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１．運営方針 

 ビジネスなどの業務の工程において、業務の停滞や生産性の低下を招いている箇所のことをボ

トルネックと言います。私は飲食店の店長を務めており、魅力ある店舗づくりを目指し日々業務

にあたっております。店長の業務の一つとして、スタッフが生き生きと働き、各々が持つ能力を

最大限に発揮出来る環境を整えることがあります。そのために必要不可欠なのが、店舗のスムー

ズな営業の妨げとなっているボトルネックを見つけ出し、適切な解決策を講じることで解消する

ことがあります。青年会議所運動における事務局に求められる役割も同様で、一見地味な作業を

淡々と効率的に行うことが、青年会議所に所属する会員の皆様が運動に集中し、持てる力を最大

限に発揮するためには重要であると考えます。 

青年会議所での活動には多くの時間とエネルギーを必要とします。熊谷青年会議所に所属する

メンバーの皆様が運動の推進に専念し、持てる力を最大限発揮するためには、運動に集中できる

環境を整える必要があります。また、組織の外に目を向けると、青年会議所がどのような活動を

行っている組織であるか理解している方は限られるという現状があります。 

そこで２０２４年度の事務局では諸会議の設営や定期発送の実施、メンバーの皆様に学びと気

づきを提供する各種大会の設営といった従来の業務を遂行するとともに、メンバーの皆様へのヒ

アリングをもとに青年会議所活動におけるボトルネックとなっている部分を特定し、それを解消

いたします。上記の役割を全うすることで、円滑な組織運営を支え、全メンバーが運動の推進に

集中できる環境を整えます。また、これまで運用してきたＳＮＳの整理を行い、メンバーの皆様

が精一杯推進している運動を一般市民の皆様にもタイムリーに発信する活動を行います。熊谷を

より良い地域とするための運動を展開している組織であることを理解していただくことで市民の

皆様にとっての熊谷青年会議所に対して持つイメージの刷新を図ります。 

円滑な組織運営によりメンバーの皆様が運動の推進に集中することが出来る環境整備と、熊谷

青年会議所の展開している運動の内容の周知を市民の皆様に周知することによる青年会議所に対

するイメージの刷新を行うことで、組織内外から頼りにされる愛される青年会議所の構築を行っ

てまいります。 

 

２．事業計画 

（１）総会・理事会の運営および設営を行う 

（２）定期発送を実施する 

（３）事務局の整理整頓、備品の管理を行う 

（４）各種大会への参加の計画・実行を行う 

（５）各種ＳＮＳを活用した広報活動を行う 


